
グループホームせいろう

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

年 4 月 18 日

【情報提供票より】（ 20 年 3 月 1 日事業所記入） 前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部４）

（１）組織概要

年 6 月 1 日

ユニット 人

人 　常勤　　10人、非常勤　　６人、常勤換算　13.2人

（２）建物概要

造り 今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部４）

建ての 階　～ 部分

（３）利用料金等（介護保険自己負担分を除く）

円 円 運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

□ 有（ 円） ■ 無

■ 有（ 円） □ 有

□ 無 ■ 無

円 円

円 円

　または１日あたり 円
点
項 家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

（４）利用者の概要　（ 20 年 3 月現在）

名 男性 名 女性 名

名 名

名 名 日常生活における地域との連携（関連項目：外部３）

名 名

歳 73 歳 91 歳

（５）協力医療機関

　新潟県新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ３階

0254-27-1151

1595000017

社会福祉法人　燦祥会

グループホームせいろう

北蒲原郡聖籠町大字大夫字松庵2204番地の１

（電　話）

訪問調査日

開設年月日

平成 20
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　利用定員数計

平成

2階 1

2

2

ユニット数

保証金の有無

職員数

建物構造

家賃（平均月額）

敷金

朝食

夕食

（入居一時金含む）
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【重点項目への取り組み状況】
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―
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鉄骨

家族の訪問が多いホームであり、訪問時に家族との会話のなかで意見を聞くように努めている。ま
た、話しやすい雰囲気や関係をつくるよう努めている。第三者機関への申し立て方法についても説
明・掲示している。意見があった場合には、口頭とともに文書も用いて、説明や改善策の提示をして
いる。

昼食
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2

0
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１．　評　価　報　告　概　要　表
平成20年6月5日

のどかな地域環境のなかに立つ、聖篭町で唯一のホームである。敷地には見事な桜の木があり、春には満
開の桜を楽しむことができる。また、近隣にはぶどう園などがあり、ぶどう狩り等、季節を感じ楽しむことがで
きる地域に立地している。
平成18年に開設したホームであり、建物は新しく、ホーム内は入居される高齢者が落ち着けるようなデザイ
ンである。天井が高く窓が広いため、自然の光が入り、広い庭が見え、とても開放的で居心地の良い空間
である。自動火災報知機や屋内消火栓、敷地内防犯センサーなどの防災・防犯設備も充実している。
利用者と「共に生きること」を視点とし、穏やかに心地よく過ごしていただけるように、職員は日々ゆったりと
したケアや声かけをしている。管理者・職員は、自らのケアや運営に対して謙虚な姿勢をもっている。利用
者が規則で縛られることなく、安心して、自分らしく過ごせる場所となるように、日々のケアに取り組んでいる
ホームである。

事業所番号

法人名

事業所名

所在地

評価機関名

所在地

　社団法人　新潟県社会福祉士会

聖籠町で初のホームであり、開設当初はホーム側も近隣の地域住民も相互理解に時間がかかり、連
携が難しかった。しかし、開設後２年が経過し、今では近隣への散歩時や、床屋や買い物などで顔
をあわせると挨拶しあう関係になるなど、着実に関係作りがすすんでいる。町の敬老会や祭りなどに
も参加している。今後も、利用者と職員とで地域へ出ていく機会をつくるとともに、ボランティア活動を
導入したり、近隣住民がホームに立ち寄れるような関係作りをすすめる考えである。

82平均 最低 最高

聖籠町国保診療所・渡辺医院・鈴木歯科医院・豊栄病院・北越病院

年齢

協力医療機関名

重
点
項
目
④

運営推進会議は、家族・町担当者・地域包括支援センター職員・地域住民などを委員とし、定期的
に実施されている。評価の報告や、入居・退居状況や運営状況等ホームの現状報告がなされ、ま
た、外部参加者から、地域の風土、高齢者介護事情や町の保険財政などの情報提供をうけるなどし
ている。これらの情報交換により、サービス向上への課題と対応の明確化に努めている。また、会議
参加者から認知症の研修会などの情報を頂き、そこに職員を参加させるなど、サービス向上に役立
てている。

重
点
項
目
②

職員全員が自己評価に参画した事により、管理者・職員それぞれが自分達のケアを振り返り、今後
の課題を明確にした。今回の自己評価によってでてきた課題に対して、今後の対応策などの検討計
画をすすめており、順次改善に取り組む姿勢でいる。

重
点
項
目
①

「理念」の掲示は、利用者や家族、外来者が見やすい位置・色彩にした。「マニュアルの作成」は、感染症マ
ニュアル・緊急時対応マニュアルが作成された。マニュアル見直しの時期や、マニュアル類の充実を今後の課
題として管理者・職員は認識している。「個別の記録」「個別の栄養状態把握」について、記録を整備して把握
するよう改善した。「口腔ケア」は食事のたびに行うように努めており、少しずつ定着してきている。「外出支援」
として、天気の良い日には気軽に外にでれるような雰囲気作りに努め、散歩などの声かけをおこなっている。
「継続的な研修機会の確保」では、採用時の研修や、採用後の救急対応研修・外部研修などを取り入れてい
る。「職員のストレス解消策」については、職員の夜勤時の不安・ストレスが強いので、深夜でも不安があれば管
理者に電話連絡できることを伝えている。また、何でも言い合える雰囲気づくりに努めており、不安やストレスの
軽減に取り組んでいる。

評価確定日

社団法人新潟県社会福祉士会外部評価機関「あいエイド新潟」
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２．　評　価　報　告　書

（実施している内容・実施していない内容）
（○印）

（すでに取り組んでいることも含む）

　（　　　　　　部分は重点項目です）

取り組みの事実 取り組みを期待したい内容
外部 自己 項　　　　　　　　目

2 2

2－2 3

1

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていく
サービスとして、事業所独自の理念をつくりあげている

　Ⅰ．理念に基づく運営

　　　　　１．理念と共有

1

家族に対しては、利用前の説明時に、理念についての説明をおこ
なっている。また、理念掲示にあたっては、見やすい位置に掲示した
り、目をひきやすいような色彩にしたりと工夫している。地域に対して
理念の浸透をはかる取り組みは、まだ十分ではない。

〇

前回の外部評価でも、ホーム独自の理念策定への期待
があったが、検討した結果、法人としては、現在のままの
理念で統一したいとの考えがあった。地域密着型サービ
スとして大切にすることが、本人や家族・地域によりわかり
やすく説明できる工夫を期待したい。

運営者が定めた法人全体での理念を有しており、その理念にそった
サービスを提供している。ホーム独自の運営理念の策定には至って
いない。

理念は、ホーム内の目につきやすい箇所に掲示されており、管理者・
職員はそれを理解・共有している。また、理念にあるとおり、柔和に心
地よく過ごしてもらうことを大切にした声かけやケアが行われている。

〇

地域密着型サービスとして、地域に対して理念や役割を
浸透をしていくための方法や働きかけについて、検討を
重ね、取り組むことが期待される。

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に向けて
日々取り組んでいる

○理念の共有と日々の取り組み

運営推進会議には、役場職員・評議員・包括支援センター職員・家
族など他職種が参加し、定期的に行なわれている。ホーム内での出
来事や外部評価結果などの報告をし、参加者の意見を得てサービス
向上や運営に役立てている。

　　　　　２．地域との支えあい

○家族や地域への理念の浸透

事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けることを大
切にした理念を、家族や地域の人々に理解してもらえ
るように取り組んでいる

5 8 運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行ない、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

自己評価・外部評価の意義を理解し、評価事項を謙虚に受け止め、
ホーム運営に活用している。前回外部評価での改善項目についても
検討し、具体的な改善も行なわれている。

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自治会、
老人会、行事等、地域活動に参加し、地元の人々と交
流することに努めている

町が主催する敬老会などに利用者とともに参加している。また、近隣
の床屋を日常的に利用するなどして、地元の人達との交流を図って
いる。今後は、ホームでの行事などに区長や近隣の方々を招待する
などし、より積極的に交流を深めることを検討している。

○運営推進会議を活かした取り組み

3 5

4 7

　　　　　３．理念を実践するための制度の理解と活用

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評価を実
施する意義を理解し、評価を活かして具体的な改善に
取り組んでいる

取り組みを期待したい項目

社団法人新潟県社会福祉士会外部評価機関「あいエイド新潟」
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外部 自己 項　　　　　　　　目

6 9

○市町村との連携
町担当者との連携状況は非常に良い。利用者の入居・退居に関して
も、町の担当者と相談している。お互いに行き来する関係ができてお
り、ホームの運営やケアについての相談を通じて、サービス向上に向
けて取り組んでいる。

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外にも行き
来する機会をつくり、市町村とともにサービスの質の向
上に取り組んでいる

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている

取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容） （すでに取り組んでいることも含む）
（○印）

取り組みの事実

　　　　　４．理念を実践するための体制

7 14

○家族等への報告

家族の訪問回数が多く、その際に、普段の暮らしぶりや金銭管理に
ついてお伝えしている。また、訪問がないときは、請求書とともにお手
紙を送付するなど個別に対応している。

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭管
理、職員の異動等について、家族等に定期的及び個々
にあわせた報告をしている

6－2 11

○虐待の防止の徹底

職員採用時には、虐待防止について必ず話をしている。また、ホーム
内での虐待につながるような対応がないよう、管理者は注意をはらっ
ている。

8 15

○運営に関する家族等意見の反映
家族の訪問時には、職員から、何か意見等がないか聞くようにしてい
る。また、職員以外にも意見をいただけるように、契約書に第三者機
関等の連絡先も記載している。意見や不満があった際には、改善に
つながるよう検討し、その結果を文書にて返答している。

8－2 16

○運営に関する職員意見の反映

職員は毎月の定例会議やカンファレンスで、意見交換や提案をして
いる。また、そうした機会に限らず、管理者は職員の意見に耳を傾
け、改善につなげている。

運営者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員による支
援を受けられるように、異動や離職を必要最小限に抑
える努力をし、代わる場合は、利用者へのダメージを防
ぐ配慮をしている

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

９ 18

○職員の異動等による影響への配慮
開設当初は職員の異動・離職が続いた時期があったが、現在では落
ち着いている。法人としても異動は極力避ける方針をとっている。職
員の都合による離職に際しては、後任の職員と勤務期間を重ねるよう
にし、これにより十分な引き継ぎと関係づくりを行ない、利用者のダ
メージ軽減をするよう配慮している。

〇

管理者・職員は必要性を理解しているので、順次、マニュ
アルの作成と整備に期待したい。それとともに、マニュア
ルの見直しの時期を定めるなど、サービス水準の確保・維
持の仕組みづくりが期待される。

サービス水準確保のための各種マニュアルが整備さ
れ、職員に周知されている。また、マニュアルの見直し
が適宜行われている

９－２ 18－2

○マニュアルの整備

前回の外部評価で改善点として挙がった感染症マニュアル、緊急対
応マニュアルは、作成され、職員にも周知されている。しかし、いまだ
未整備のマニュアル類もあり、また、見直しの時期が定められていな
い。

社団法人新潟県社会福祉士会外部評価機関「あいエイド新潟」
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（すでに取り組んでいることも含む）
外部 自己 項　　　　　　　　目

取り組みの事実

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成するため
の計画をたて、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

　　　　　５．人材の育成と支援

（○印）
取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容）

採用時研修として、ホームに関する知識や、虐待防止などを含め、勤
務に必要な知識・技術の伝達をおこなっている。また、勤務についた
後も、ＡＥＤの使用法を含めた心肺蘇生にかかる救急対応技術の習
得のため、消防署職員に来所してもらうなど、内部研修機会をもって
いる。外部研修にも職員代表を参加させて研修機会を確保するととも
に、復命書を活用し、参加できなかった職員との内容の共有に努め
ている。

１０ 19

○職員を育てる取り組み

20

○同業者との交流を通じた向上
他地域のホーム管理者と、運営やケアについての情報交換をおこ
なっている。また、個々の職員を通じて、他ホーム介護職員と連絡や
相談をしている。そうした情報をホーム運営の参考にしてサービス向
上に役立ており、今後も取り組みを深め、続けていきたいと考えてい
る。

11－2 21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

法人として、日頃から職員が悩みや不満を言いやすい環境をつくるよ
う努めている。勤務時に不安を感じる時などは、近隣に住む管理者に
いつでも電話で相談できる環境をつくっている。また、職員親睦会を
設け、ストレス発散やコミュニケーションの機会としている。

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流する
機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組
みをしている

運営者は、管理者や職員のストレスを軽減するための
工夫や環境づくりに取り組んでいる

１１

　Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　　　　　1．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

１２ 26

○馴染みながらのサービス利用
本人が納得されないままの入居を少なくするため、入居前の相談に
あたっては、本人と家族との対話を促す声かけをしている。また、見
学も随時受け付けており、体験宿泊も可能としている。入居直後は、
混乱をなるべく軽減するよう、家族が一緒に過ごしたり、泊まることも
可能であり、本人が穏やかに入居できるよう工夫している。

本人が安心し、納得した上でサービスを利用するため
に、サービスをいきなり開始するのでなく、職員や他の
利用者、場の雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相
談しながら工夫している

　　　　　2．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

１３ 27

○本人と共に過ごし支えあう関係 利用者は、食事の準備や清掃などを職員にしてもらうだけでなく、そ
れぞれ可能な範囲で主体的に参加している。職員は、そのような主
体的な行動を促す声かけや、ねぎらいの言葉かけをおこなっている。
職員が利用者からねぎらいの言葉をかけてもらうことも多く、そうした
事が職員の気持ちの支えになっており、利用者・職員がともに支えあ
う関係が築かれている。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、喜怒
哀楽を共にし、本人から学んだり、支えあう関係を築い
ている

13－2 28

○本人を共に支えあう家族との関係
家族の面会が多く、そうした中で、職員・家族とが情報共有をし、本人
をともに支えていく関係づくりをしている。入居して間もない時期に入
浴をためらう時など、本人が安心できるように、家族と一緒に入浴の促
しをするなど工夫している。夏祭りなど行事の際には、家族も一緒に
楽しんでもらっている。

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、喜怒
哀楽を共にし、一緒に本人を支えていく関係を築いてい
る
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グループホームせいろう

取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容） （すでに取り組んでいることも含む）
項　　　　　　　　目

取り組みの事実

　　　　　１．一人ひとりの把握

　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

14 33

外部 自己

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

（○印）

36

○チームでつくる利用者本位の介護計画 月１回の職員会議の中でカンファレンスを行い、本人の思いや家族
等から集めた情報をもとに、それを反映した介護計画を立てている。
家族からは、面会時など普段から課題やケアのあり方についての情
報やアイディアを聞いている。できた介護計画の説明と同意をもら
い、チーム全員が意思統一して本人を支援するよう努めている。

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

14－2 34

○これまでの暮らしの把握
入居前の本人・家族からの聞き取りや、在宅時の担当ケアマネージャ
-からの情報提供をうけ、これまでの暮らし方や生活環境、サービス利
用経過を把握している。

○思いや意向の把握 入居前の聞き取りを細やかに行い、思いや意向の把握をしている。ま
た、意思表出が困難な方も含め、本人の日々の表情や言葉をそのま
ま記録に残し、職員間で情報共有できるようにしている。センター方
式のアセスメントを取り入れて、本人の思いの把握とケアの向上に努
めている。

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見直し
以前に対応できない変化が生じた場合は、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、現状に即した新たな計
画を作成している

　　　　　２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

16 37

○現状に即した介護計画の見直し
月１回のカンファレンスで、介護計画の期間に応じた見直しをおこ
なっている。また、大きな心身状態の変化があった際は、その都度見
直しをおこなっている。その際には、本人・家族・各関係機関からの情
報を得て、家族の訪問時面談や電話でのやりとりなどを活用しつつ、
話し合いにより作成している。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映した介護計画を作成している

15

　　　　　３．多機能性を活かした柔軟な対応

17 39

○事業所の多機能性を活かした支援
本人・家族の希望に応じて、家族の宿泊も可能であり、また、これによ
り遠方に住む家族等が会いに来やすい環境を整えている。かかりつ
け医の受診については、家族等の協力を得て行なっているが、事情
のより家族が同行できない場合は、ホーム職員が同行している。

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事業所
の多機能性を活かした柔軟な支援をしている

　　　　　４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

18 43

○かかりつけ医の受診支援

これまでのかかりつけ医での受診継続を基本としている。ホームの協
力医もおり、必要や緊急性に応じて受診支援ができる体制である。

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたか
かりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援している

重度化した場合や終末期のあり方について、できるだ
け早い段階から本人や家族等ならびにかかりつけ医と
繰り返し話し合い、全員で方針を共有している

19 47

○重度化や終末期に向けた方針の共有 ホームでの看取りはできないが、重度化した場合に対する指針が文
書化されている。それを入居前に説明し、同意を得ている。重度化し
た場合は、ケアの工夫などによりなるべく長くホームで生活できるよう
検討しているが、困難な場合には、他のサービスへの移行を支援して
いる。
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グループホームせいろう

項　　　　　　　　目
取り組みの事実

20 50

○プライバシーの確保の徹底 職員の声かけや態度は、利用者の誇りやプライバシーに配慮され、
穏やかで丁寧である。設備面でも、プライバシー保護のため、ﾄｲﾚ・風
呂場・居室には内鍵があり、利用者の希望や状態に合わせて使用可
能である。同性介助を希望される利用者にも対応している。法人とし
ての情報保護規定も明文化されており、職員に周知されている。

　Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

　　　　　（１）一人ひとりの尊重

　　　　　１．その人らしい暮らしの支援

（○印）
取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容） （すでに取り組んでいることも含む）
外部 自己

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉か
けや対応、記録等の個人情報の取り扱いをしていない

職員は、利用者一人ひとりのペースを大切にするよう心がけ、入浴の
回数や時間、散歩等の外出も、なるべく本人の気持ちにそうよう対応
している。運動不足とならないように体操等の時間を持っているが、
強制するものではなく、その方らしい時間の過ごし方を大切に支援し
ている。

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

21 52

○日々のその人らしい暮らし

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして気持ちよく排泄でき
るよう支援している

　　　　　（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

22 54

利用者が食事の支度や片付けに自発的に参加できるよう支援している。困
難な方もいるが、可能な範囲で力を発揮し、役割を持って活動している。
日々の献立は法人所属の栄養士がたてているが、月に数回、職員から利用
者に何が食べたいか聞き、それに沿った食事の提供をしている。食後の口腔
ケアの必要性をホームとして認識し、その定着に努めている。食事場面で
は、利用者の状態に応じて介助や声かけをしたり、会話を楽しみながら食事
を促したりと一人ひとりが楽しめるよう配慮している。

22－2 56

○気持よい排泄の支援 記録を活用し、個々の利用者の排泄のリズムなどを把握している。必
要な方には、気持ちのよい排泄に関して介護計画にも位置付け、支
援している。水分摂取や体操などにより、自然な排泄を促すケアがな
されている。安易にオムツを使用せず、やむなく使用する場合は、本
人・家族の納得を得てから使用している。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

23 57

○入浴を楽しむことができる支援

○食事を楽しむことのできる支援

入浴支援に必要な職員数が揃わない時間帯を除いて、午前・午後と
も本人の意思・体調に合わせて入浴支援をおこなっている。同性職
員による入浴支援を希望される方は、それに応じている。

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、一人
ひとりの希望やタイミングに合わせて、入浴を楽しめる
ように支援している

　　　　　（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

24 59

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援 食事や掃除などの家事作業等を力を活かしてもらう機会とし、強制で
はなく自発的におこなえるよう声をかけ、支援している。一人で居室で
ゆっくりしたり、または、皆で散歩やカルタをするなど、気晴らしや楽し
みごとの時間をもてるよう支援している。同法人のデイサービスでおこ
なわれる演芸行事に一緒に参加する機会もある。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、楽しみごと、気晴らし
の支援をしている

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の
希望にそって、戸外に出かけられるよう支援している

25 61

○日常的な外出支援
のどかな環境に恵まれており、天気の良い日などは、よく近隣の散歩
をしている。買い物や散髪などでの外出もある。職員が決めた日・時
間ではなく、本人の戸外に出たいという自然な気持ちに応じた日常的
な外出支援がなされている。
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グループホームせいろう

外部 自己 （○印）
取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容） （すでに取り組んでいることも含む）
項　　　　　　　　目

取り組みの事実

　　　　　（４）安心と安全を支える支援

25－2 65

○身体拘束をしないケアの実践
運営規定には、身体拘束禁止と、やむを得ず実施する場合の規定な
どが明文化されており、職員採用時にはこれらを説明をしている。職
員はその趣旨を理解し、物理的な拘束のみでなく、心理的・言語的な
拘束がないよう努めており、身体拘束のないケアがなされている。

運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、身体拘束をしないケアに取り組んでいる

〇

丁寧なヒヤリ・ハット報告や、事故報告および検討がしっ
かりできている。これに加え、一定期間後に、その再発防
止策や予防策に対しての効果の再評価をおこなうことで、
更なる安全性の向上に活用できると考えられるので、そう
した一連の仕組みづくりが期待される。

転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐための知
識を学び、一人ひとりの状態に応じた事故防止に取り
組んでいる

26 66

○鍵をかけないケアの実践
夜間の防犯目的での施錠以外はしておらず、鍵をかけないケアが実
践されている。無断で外出されてしまう利用者には、鍵に頼るのでは
なく、職員相互での見守りや声かけなど細やかな申し送りをし、近隣
住民からの連絡などによる協力を得ながら対応している。

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵をか
けることの弊害を理解しており、鍵をかけないケアに取
り組んでいる

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を身につけ、日頃より地域の人々
の協力を得られるように働きかけている

26－3 70

○急変や事故発生時の備え

27 71

○災害対策
自動火災報知機や屋内消火栓など、火災への設備面での備えがあ
る。避難口も利用者にわかりやすい位置にある。また、避難訓練を定
期的に行なっている。有事の緊急連絡網も整備されている。今後は、
近隣の住民にも協力を得られるよう働きかけていく予定である。

26－2 69

○事故防止のための取り組み

ヒヤリ・ハット報告や事故報告の記録も整備されており、その都度、再
発防止策が検討されている。それを元に、一人ひとりに応じた事故防
止策もあり、ケアの中で工夫し取り組んでいる。

消防署の主催する救命救急講座に職員を派遣したり、消防署職員を
招いての心肺蘇生訓練などがおこなわれている。看護師も配置され、
急変時の対応マニュアルも整備されている。

利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職員が応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行なっている

　　　　　（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

28 77

○栄養摂取や水分確保の支援

法人所属の栄養士が献立を立てており、栄養バランスに配慮されて
いる。一日を通じて、利用者一人ひとりの毎食の食事量・水分量を記
録している。それらの情報と、日々の観察により、栄養不良や脱水が
おこならないように支援をしている。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている
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（○印）
取り組みを期待したい内容

（実施している内容・実施していない内容） （すでに取り組んでいることも含む）
外部 自己 項　　　　　　　　目

取り組みの事実

　　　　　（１）居心地のよい環境づくり

29 81

○居心地のよい共用空間づくり
利用者に不快な音や光、臭いはなく、生活感や季節感の感じられる
居心地のよい共有空間となっている。玄関口の空気の流れが悪い箇
所には、空気清浄機を置いた。浴室やトイレの表示も、利用者が分か
りやすいよう工夫している。しかし、玄関を入った後のユニットごとの入
り口は、初めての訪問者や地域住民にはわかりづらく、戸惑ってしま
う。

○

初めて訪問する方にもわかりやすいように、各ユニットの
入り口に、装飾や表示等の工夫が望まれる。繰り返し足を
運んでもらえるよう、家族や地域住民が訪問しやすいより
一層の環境づくりに期待したい。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）は、利用者にとって不快な音や光がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

30 83

○居心地よく過ごせる居室の配慮
それぞれの居室は掃除がいきとどいており、清潔に保たれている。ま
た、洗面台も各居室にあり、洗顔や歯磨きなど、各自の居室で行なう
ことができる。使い慣れた家具の持ち込みもすすめており、居室の飾
りつけなど、利用者の好みにあわせる事が可能である。しかし、現状
としては本人の個性が十分に発揮されている居室には至っていな
い。

○

本人・家族が、居室作りをイメージしやすいように、アイ
ディアや参考例などを提示し、それによる本人の安心感
などの利点をお伝えするなど、強制にならないよう配慮し
ながら、職員側からの情報提供や手伝いを含め、居室づ
くりへのさらなる支援を期待したい。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

　　　　　２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり
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